
星
鐸
望
匡
鴬
五
号
（
平
剛
三
一
年
三
月
五
日
）
抄
刷

大
正
大

『
敦
煤
秘
笈
』
所
収
の
『
浄
土
五
曾
念
悌
諦
綴
観
行
儀
巻
下
』
に
つ
い
て

１
羽
六
三
四
・
羽
七
○
四
Ｖ
の
翻
刻
と
研
究
Ｉ

大
屋
正

III!



綱
即
２
）

一
’
一
：
《
寵
１
）

図
版
は
、
軍
議
嬬
鯉
些
影
印
冊
八
、
三
四
八
～
三
五
○
頁
（
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団

杏
雨
書
屋
編
三
一
○
一
二
）
。
こ
れ
に
は
、
五
字
一
句
の
浄
土
法
身
讃
・
浄
土
五
宇
讃
・
脈
苦
帰
浄
土

讃
が
一
行
に
三
句
ず
つ
書
か
れ
、
末
尾
に
後
賊
が
付
さ
れ
て
い
る
。
番
体
は
措
書
で
、
漉
厳
さ
や
字

形
の
整
斉
感
に
欠
け
る
が
、
点
画
は
明
瞭
で
一
宇
一
句
時
間
を
か
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
句
間
の
余

白
に
統
一
感
を
も
た
せ
る
配
慮
も
あ
》
Ｑ

－
ｌ
二
Ｐ
二
九
六
三
（
正
蔵
八
五
雫
膏
血
二
八
二
七
の
甲
本
）
２
と
羽
六
三
四
と
の
対
校
（
資

ｋ
ｔ
Ｊ
ｋ

本
稿
で
は
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
の
敦
埋
文
献
か
ら
『
浄
土
五
曾
念
悌
諦
経
観
行
儀
巻
下
』
二
本
今
敦

健
諏
鱒
と
所
収
、
羽
六
三
四
・
羽
七
○
四
Ｖ
）
を
翻
刻
し
考
察
を
加
え
る
も

一
羽
六
三
四
に
つ
い
て

一
鈎
吋
土
揺
呼
白
壷
誰
嘩
」
隠
祁
才
諒
三
匹
に
閲
玉
〆
右
同
陶
α
一
全
哩
縄
桝
、
卿
エ
冬
生
」
ま
て
弛
笹
力
駒
祁
て
学
ぶ
り
Ｐ

二
九
六
三
と
文
字
の
異
同
は
多
い
も
の
の
内
容
に
大
差
は
な
い
も

「
浄
土
五
字
讃
」
は
、
羽
六
三
四
に
意
図
的
な
脱
落
と
考
え
ら
れ
る
句
が
一
つ
あ
》
Ｑ
５
国
（
資

料
１
の
行
数
○
以
下
同
嫌
こ
の
「
妙
閣
紫
黄
金
」
で
あ
り
、
特
に
修
正
し
た
痕
跡
は
な
く
そ
の
意
図

は
不
明
で
あ
》
亀
ま
た
、
羽
六
三
四
に
は
、
Ｐ
二
九
六
三
に
見
ら
れ
な
い
偶
が
四
つ
あ
っ
た
．

．
ｇ
圏
占
隠
極
楽
西
方
現
功
多
上
質
蕊
為
縁
修
勝
業
極
目
望
清
林

．
ｇ
亀
占
冨
裏
有
紫
金
墓
感
甲
有
菩
薩
惣
是
往
生
来
賓
剃
遊
真
性

・
Ｆ
Ｅ
ｍ
凸
お
我
今
生
彼
園
自
在
十
方
遊
箭
管
尋
常
動
法
鼓
目
然
鳴

『
敦
煙
秘
笈
』
所
収
の
『
浄
士
五
曾
念
桃
調
経
観
行
儀
巻
下
』
に
つ
い
て

１
１
亦
呼
ユ
か
’
二
ｍ
吟
●
赤
寺
８
七
戸
」
ｍ
陛
可
Ｖ
か
哩
窺
頭
去
謝
恥
と
奇
仰
歎
刀
１
１

こ
れ
は
羽
六
三
匹
と
ほ
ほ
一
致
す
》
Ｑ
羽
六
三
四
巳
誤
に
一
説
向
」
と
あ
る
湖
守
屋
本
で
は
一
諏

廻
向
」
と
あ
》
Ｑ
「
廻
向
」
の
語
は
、
Ｐ
二
九
六
三
と
守
屋
本
が
一
致
す
る
○
羽
六
三
四
ｇ
雪
の
欠

け
て
い
る
二
文
字
は
、
守
屋
本
で
は
「
欲
利
」
で
あ
り
、
羽
六
三
四
で
も
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

》
Ｑ
ま
た
、
奥
題
の
「
五
含
匡
も
共
通
し
て
り
Ｑ
賊
文
は
こ
れ
で
三
本
に
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
紀
年
を
も
つ
も
の
は
依
然
と
し
て
Ｐ
二
九
六
三
の
み
で
あ
↓
亀
そ
の
職
語
に
つ
い
て
だ
が
、

正
蔵
の
「
日
」
は
「
月
」
、
暴
曇
は
「
箕
」
、
「
願
」
は
「
彫
」
、
吾
星
は
塞
雪
に
訂
正
し
て
よ
い

だ
ろ
う
§

二
’
一
翻
刻
（
資
料
３
）

図
版
は
、
軍
務
欝
鱒
僅
影
印
冊
九
、
二
三
頁
（
公
益
財
団
法
人
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
欝
屋

編
三
一
○
一
三
）
。
羽
七
○
四
Ｒ
と
羽
七
○
四
Ｖ
は
別
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
羽
七
○
四
Ｒ
の
裏
に

羽
七
○
四
Ｖ
を
貼
り
付
け
て
り
ｑ
Ｆ
ｇ
』
～
９
忽
が
続
け
て
書
か
れ
た
も
の
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す
る

【
Ａ
】
と
、
【
Ａ
】
の
Ｆ
ｇ
』
～
Ｆ
ｇ
ｍ
を
切
り
取
り
、
さ
ら
に
Ｆ
９
戸
～
Ｆ
ｇ
い
【
Ｂ
】
と
９
９
～
Ｆ
ｇ
ｍ

【
Ｃ
】
の
二
枚
に
分
け
↓
Ｑ
そ
し
て
、
羽
七
○
四
Ｒ
を
裏
返
し
て
９
９
～
巴
穐
【
Ｄ
】
を
上
辺
し
ｋ
ｐ

わ
せ
て
貼
り
、
下
の
余
っ
た
部
分
に
【
Ｂ
】
と
【
Ｃ
】
を
貼
っ
た
と
思
わ
れ
亙
羽
七
○
四
Ｖ
の
Ｓ
圏

～
Ｆ
ｓ
い
に
か
け
て
、
貼
付
し
た
際
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
鮫
を
確
認
で
き
る
た
め
、
Ｒ
の
後
ろ
に

Ｖ
を
貼
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
９
段
～
ｇ
路
の
最
終
文
字
が
、
貼
ら
れ
た
紙
で
隠
れ
て
い
る
部
分

二
卵
ｔ
Ｃ
囚
１
ｋ
壱
し
て

ｏ
Ｆ
ｃ
。
。
－
ご
ロ
唾
寺
工
麗
暇
究
勿
樫
均
藍
歩
副
切
畏
翼
醤
飼
４
Ｊ
塞
宅
日
必
Ｅ
刀
謁
佃
列
ゴ
ー
ノ
偽
郡
部
侭
裁
司
一
二
咽
吻

そ
の
他
、
文
字
の
異
同
は
数
ヶ
所
あ
る
も
の
の
内
容
に
大
差
は
な
い
。

「
厭
苦
帰
浄
土
讃
」
は
、
字
句
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
亀

羽
六
三
四
に
は
後
賊
が
あ
り
、
Ｐ
二
九
六
三
と
異
な
っ
て
い
る
も
守
屋
本
渇
に
も
賊
文
が
あ
る
が
、

●
亥
屋
Ⅱ
服

1



を
確
認
で
き
る
た
め
、
【
Ｄ
】
を
先
に
貼
っ
て
か
ら
【
Ｂ
】
【
Ｃ
】
を
貼
付
し
た
こ
と
が
分
か
》
勾

房
謄
騨
撒
膳
聴
幽
は
全
文
、
そ
の
前
の
房
雄
鮮
鎗
蕊
鰐
蕊
醇
は
後
部
、
そ
の
後
の
［
歎
散
花

供
獲
讃
」
は
前
部
の
み
確
認
で
き
》
Ｑ
Ｒ
の
後
ろ
に
Ｖ
を
貼
っ
た
の
な
ら
ば
、
Ｒ
を
補
強
す
る
た
め

に
Ｖ
を
貼
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
意
図
は
不
明
だ
が
Ｒ
を
霞
視
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
》
Ｚ
し

か
し
、
Ｖ
も
適
当
に
で
は
な
く
、
偶
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
行
に
合
わ
せ
て
切
り
取
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
ち
ら
も
尊
重
は
し
て
い
る
と
考
え
》
Ｑ
「
依
阿
弥
陀
経
讃
」
が
全
文
確
認
で
き
る
こ
と
に
意

味
を
見
出
す
の
な
ら
ば
、
こ
の
讃
を
残
そ
う
と
す
る
麓
凶
が
は
た
ら
い
て
い
た
と
も
い
え
》
ｑ

Ｒ
を
確
認
す
る
と
、
題
名
は
砺
耀
挫
睦
と
な
っ
て
お
り
、
認
鰭
鋳
腰
佳
の
記
事
に
は
詞
”
元
天

資
燕
器
連
と
あ
る
７
。
こ
れ
は
、
盛
唐
の
栄
華
を
物
語
る
遺
聞
を
集
め
た
書
で
、
王
仁
裕
（
八
八
○

’
九
五
六
）
が
荘
宗
の
と
き
秦
州
節
度
判
官
と
な
り
、
長
安
に
至
っ
て
民
間
に
伝
わ
る
話
を
一
五
九

話
捜
集
し
た
も
の
で
勝
、
そ
の
中
の
「
喚
繊
」
と
い
う
題
の
話
に
「
太
白
山
へ
有
隠
士
郭
休
、
宇
退

七
六
有
運
気
絶
粒
之
術
・
・
・
」
と
あ
り
、
「
絶
粒
之
術
』
と
は
一
種
の
気
功
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
§

羽
七
○
四
Ｒ
に
は
、
こ
の
話
の
文
章
が
そ
の
ま
ま
出
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
雨
栂
籾
祷
雄
黄
一
分

砂
二
分
朱
紅
口
金
五
箔
銀
五
箔
・
：
」
と
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
の
文
字
か
ら
題
名
を
つ
け

て
り
亀
認
謄
鋳
鰐
邑
の
記
事
は
こ
の
「
絶
粒
」
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
た
の
だ
が
、

書
か
れ
て
い
る
文
章
そ
の
も
の
の
典
拠
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
蘇
斌
（
一
○
三
七
’
二
○
一
）
に
も
「
呉
子
野
絶
粒
不
睡
、
過
作
詩
戯

之
、
芝
上
人
・
陸
道
士
皆
和
、
予
亦
次
其
韻
」
‐
０
と
い
う
題
の
七
言
律
詩
が
あ
り
、
呉
子
野
が
「
粒

を
断
っ
て
眠
ら
な
い
」
状
態
で
あ
っ
た
様
子
を
見
て
、
過
（
呉
子
野
の
子
）
が
詩
を
作
っ
て
芝
上
人

愈
至
な
と
陸
道
士
（
惟
忠
）
が
こ
れ
に
和
し
た
と
い
う
詩
で
、
「
絶
粒
」
は
不
食
不
眠
状
態
を
指
す

こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
羅
握
型
状
態
が
、
「
卿
か
不
死
の
五
通
仙
と
な
り
」
（
一
句
目
）
と
、
神
仙

思
想
の
一
つ
の
理
想
的
な
境
地
と
さ
れ
た
と
い
え
》
亀
羽
七
○
四
Ｒ
の
内
容
が
神
仙
思
想
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
か
を
示
し
得
な
い
が
、
絶
粒
状
態
を
保
つ
た
め
の
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
事
柄
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
が
多
い
と
思
わ
れ
る
１
も

次
に
、
書
き
ぶ
り
を
確
認
す
る
と
、
Ｒ
よ
り
も
Ｖ
の
方
が
謹
厳
さ
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
瓦

Ｒ
に
界
罫
は
な
く
一
行
の
文
字
数
へ
文
字
の
大
小
等
安
定
し
な
い
も
の
の
、
草
率
・
な
印
象
は
な
く
、

右
払
い
や
ト
メ
・
ハ
ネ
な
ど
十
分
に
時
間
を
か
け
て
書
い
て
い
る
文
字
も
あ
る
．
書
体
は
基
本
的
に

楕
書
だ
が
行
意
を
帯
び
て
い
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
》
Ｑ
一
方
、
Ｖ
は
切
り
取
ら
れ
て
貼
り
付
け
に

使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
界
罫
も
引
か
れ
て
い
る
し
、
慎
重
な
書
き
ぶ
り
か
ら
保
存
を
目
的
と
し
て

六
三
四
」
と
一
・
羽
七
○
四
Ｖ
」
を
翻
刻
し
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。

羽
六
三
四
に
は
、
Ｐ
二
九
六
三
に
は
見
ら
れ
な
い
四
偶
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

守
屋
本
と
ほ
ぼ
同
様
の
賊
文
を
も
つ
こ
と
を
確
認
し
た
。

羽
七
○
四
Ｖ
は
、
法
照
関
係
典
籍
の
写
本
で
は
め
ず
ら
し
く
謹
厳
さ
を
保
っ
て
い
る
措
書
で
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｒ
は
「
絶
粒
法
」
と
い
う
神
仙
思
想
に
関
わ
る
文
章
で
あ
り
、

Ｒ
と
Ｖ
の
関
係
性
と
し
て
は
、
Ｒ
が
重
視
さ
れ
Ｖ
が
裏
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

鳴闘
料
４
）羽

七
○
四
Ｖ
に
は
、
「
徒
婦
蝉
郷
陀
経
零
座
冒
頭
言
届
～
ｇ
こ
の
句
の
あ
と
に
「
阿
弥
陀
仏
』
二
陶

無
阿
訴
継
叱
仏
」
ル
番
か
れ
て
い
亀
そ
の
他
寸
舎
十
の
異
同
は
数
ヶ
所
あ
る
も
の
の
内
容
に
本
堂
は

書
か
れ
た
と
も
い
え
る
。
一
見
し
て
、
Ｓ
扇
一
●
去
」
・
乞
扇
一
・
生
」
・
巳
些
一
中
」
の
縦
画
の
充
実
感

が
際
立
っ
て
い
々
し
か
し
、
七
字
二
句
を
一
行
に
規
則
的
に
書
い
て
い
る
も
の
の
、
二
句
の
間
が

空
き
矛
妾
そ
い
て
行
の
下
に
く
る
句
蕊
杢
分
的
に
詰
ま
っ
て
い
る
し
、
句
ご
と
の
上
下
が
揃
っ
て
こ

な
い
。
ま
た
、
字
形
が
安
定
せ
ず
伸
び
や
か
さ
に
欠
け
る
文
字
も
多
く
あ
る
た
め
、
完
戚
度
が
獅
い

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
法
照
関
係
典
弼
の
写
本
で
は
め
ず
ら
し
く
瀧
厳
さ
を
保
っ
て
い
る

一
本
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
１
３

二
’
二
Ｐ
二
二
五
○
（
正
蔵
八
五
巻
恥
二
八
二
七
の
原
本
）
‐
３
と
羽
七
○
四
Ｖ
の
対
校
（
資

‐
法
照
撰
一
●
浄
土
五
曾
雰
礎
緬
経
観
行
榛
些
（
広
本
）
に
関
し
て
は
、
塚
本
善
隆
冒
缶
期
の
浄
土

教
》
ｌ
特
に
法
昭
錘
蝉
即
の
研
奉
聖
（
法
蔵
館
一
九
七
五
／
宜
堅
全
奉
睡
垂
提
懸
垂
第
四
巻
・
中
国
浄

十
垂
繁
器
璽
元
大
蔵
出
醒
畔
煙
一
九
七
六
）
・
密
錘
露
睦
信
『
中
国
海
千
審
》
儀
礼
の
研
葬
下
圭
章
導
と
法

照
の
讃
一
偶
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』
窪
吟
蔵
館
、
二
○
一
五
）
に
お
い
て
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て

い
る
。
諸
本
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
早
登
膝
二
○
一
五
］
一
○
五
頁
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

庸
山
尭
敏
と
張
蓉
先
堂
の
整
理
置
蹴
ね
完
了
し
て
り
亀
両
氏
の
功
績
は
、
腐
川
尭
敏
尋
敦
埋
出
土

壁
懇
…
言
；
鼠
・
『
聾

｝
と
二
本
「
羽
旭














